
「学校における働き方改革　取組の重点項目と主な取組内容」（アクションシート・学校版）
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①勤務時間管理の徹底
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独自①
(※2)

保護者対応や関係機関との会議等における時間外勤務の適
切な振り替えの実施 ○ Ｂ
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ノー会議デーの実施
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学校評価に「働き方改革」の項目を入れ、検証する
○

Ｂ

独自②
(※2)

評価 評価 評価 評価

○ Ｂ

○ Ｂ

③ICT等を活用した業務改善の支援
○ Ｂ

④外部人材の確保・活用
－

⑤会計業務の管理に係る検討
－

⑥若手教員のサポート
－

⑦事務職員と教員の連携・協働の推進
－

独自①
(※2)

独自②
(※2)

評価 評価 評価 評価

① PTA・保護者・地域の理解を求める取組の実施
－

独自①
(※2)

独自②
(※2)

評価 評価 評価 評価

①部活動ガイドラインの遵守
－

②部活動指導員等外部人材の活用
－

③休日の部活動の段階的な地域移行（中学校）
－

独自①
(※2)

独自②
(※2)

取組の重点項目 １
　【勤務時間管理の徹底及び適切な勤務時間の設定】

取組の重点項目 ２
　【勤務時間･健康管理を意識した働き方の徹底】

取組の重点項目 ３
　【校務の精選･効率化･明確化】

取組の重点項目 ４
　【ＰＴＡ・地域・関係諸団体との連携】

取組の重点項目 ５
　【部活動運営の適正化・部活動指導の負担軽減】

若手職員は２名で日常的にサポートしているが、働き
方改革までには至らない。

分析

分析

分析

②各学校の実情を踏まえた行事･会議等の見直しと、
　「アクションシート」の作成と検証

分析

部活動は実施していない

部活動は実施していない

部活動は実施していない

分析

小集団の教職員で日常的に連携しているが、働き方
改革までには至らない

病院併設であり、病弱児童生徒の指導であるため積
極的な活用の検討が難しい

今後、必要性や課題を整理していきたい

分析

令和６年度

分析

令和５年度

分析

分析 分析 分析

令和５年度 令和６年度

R3 R4 R5 R6
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

分析

児童生徒の在籍変動が大きく、組織的なPTA活動は
できていない

分析
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令和４年度

年度ごとの取組項目 年度ごとの達成状況

分析

令和３年度

R3 R4

令和５年度 令和６年度
R3 R4 R5 R6

分析

分析 分析分析分析

令和３年度 令和４年度

R5 R6
令和３年度

分析

令和４年度

年度ごとの取組項目 年度ごとの達成状況

年度ごとの取組項目（※3） 年度ごとの達成状況（※4）

年度ごとの取組項目 年度ごとの達成状況

R3 R4 R5 R6
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

時差出勤等の勤務時間の割り振りの実施予定はな
い

制度運用の見通しが立っていないために、今年度は
検討を見送った。

⑥１年単位の変形労働時間制についての検討

①管理職のマネジメント力の向上・リーダーシップの発揮

①業務の役割分担の見直しと適正化

年度ごとの取組項目 年度ごとの達成状況

②一人ひとりの教職員による働き方の見直し･意識改革

③教職員の健康サポート・教職員の健康管理の推進

学校名 山梨県立富士見支援学校

②効果的な勤務時間の割り振り

③学校閉庁日の設定

④｢きずなの日｣の着実な推進

⑤定時退校日及び退校時間の設定

(※1)【主な取組内容の詳細】を確認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から確認

（※2）【取組の重点項目「独自①・独自②」】を記入

年度始めに

　　①取組主体ごとの独自の取組を記入する（任意）

　　②各重点項目の取組で、独自の取組が3つ以上ある場合は、

　　　　「６．各取組主体のその他の独自取組」の「独自①」～「独自⑩」

　　　　に内容を記入し、年度末に評価する

(※3)【年度ごとの取組項目】を決定

年度始めに

　　　「○」：本年度取り組む項目

　　　「－」：本年度は取り組まない項目

　　　　　　　※取り組まない理由を

　　　　　　　　【年度ごとの達成状況】の【分析】の欄に記入

（※4）【年度ごとの達成状況】を記入

年度末に
　　《評価の欄》　Ａ：達成できた　　　　　　　　　　　　Ｂ：ある程度達成できた

　　　　　　　　　   Ｃ：あまり達成できなかった 　　   Ｄ：達成できなかった

　　　　　　　  　　※「年度ごとの取組項目」が「－」の場合は「－」を選択

　　《分析の欄》　評価が「Ｃ」または「Ｄ」の場合、その要因等、分析結果を記入

　　　　　　　　  ※「取り組みの重点項目１」の④については、

　　　　　　　　　　評価にかかわらず「きずなの日」の実施回数を記入

取り組みの詳細（※1）

取り組みの詳細（※1）

取り組みの詳細（※1）

取り組みの詳細（※1）

取り組みの詳細（※1）

取り組みの詳細（※1）

記入例はこちら


